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　８月17日、南九州市の頴娃運動公園で第
27回えいのゴッソイまつりが開催されまし
た。当日は多くの来場者が訪れ、ＪＡも青
年部員が来場者に牛のゴッソイ焼きを無料
でプレゼント、女性部員が出店でうどん・
おにぎりを販売するなどまつりを盛り上げ
ました。
　最後には約2000発の花火が打ち上げら
れ、フィナーレを飾りました。

　８月17日、南九州市の頴娃運動公園で第

第27回えいのゴッソイまつり

第44回ＪＡいぶすき年金友の会
秋季ゲートボール大会開催
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○団体成績（敬称略）
優　勝　　鷲尾チーム（山川支部）
準優勝　　大山チーム（山川支部）
第３位　　喜入チーム（喜入支部）
第４位　　永田チーム（山川支部）

○特別表彰
最高齢者　飯伏　芳治（88歳 頴娃支部）
　　　　　鶴沢ヨシエ（85歳 開聞支部）

※最高齢者賞については、過去受賞者は対象者から除外しております。

　ＪＡいぶすき年金友の会は９月４日、指宿市の指宿サンシティホールで第44回ＪＡいぶすき年
金友の会秋季ゲートボール大会を開催しました。管内の５地区から合計24チーム、129人が参加し、
熱戦を繰り広げ、山川支部の鷲尾チームが優勝しました。上位４チームが10月２日開催予定の県
大会に出場することになっています。主な成績は次の通りです。

優勝した鷲尾チーム（山川支部）鶴沢　ヨシエさん（写真左) 飯伏　芳治さん（写真左）

第27回えいのゴッソイまつり

第44回ＪＡいぶすき年金友の会
秋季ゲートボール大会開催
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
で

そ
ら
ま
め
の
定
植
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
７
月
下

旬
よ
り
発
芽
さ
せ
た
種
子

を
予
冷
庫
に
入
れ
、
温
度

３
℃
で
約
30
日
間
バ
ー
ナ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
処
理
を
行

い
、
種
子
を
受
け
取
っ
た

農
家
は
丁
寧
に
植
付
け
作

業
を
行
い
ま
す
。
現
在
は

順
調
な
植
付
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。
指
宿
市
山
川
の

生
産
者
、
上
薗
晴
孝
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
、
集
中
豪
雨
な
ど
気
候
が
安
定
し
て
な

い
の
で
気
を
抜
け

な
い
。
良
い
そ
ら

ま
め
を
出
荷
出
来

る
よ
う
に
し
っ
か

り
と
管
理
作
業
を

行
い
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。
順

調
に
行
け
ば
、
11

月
下
旬
か
ら
出
荷

が
始
ま
る
予
定
で

す
。

　

県
立
山
川
高
校
で
は
、

初
め
て
露
地
オ
ク
ラ
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
実
え
ん
ど
う
の
栽
培

を
行
っ
た
後
の
う
ね
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
、
省
力
化

栽
培
で
毎
日
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の

先
生
は
「
Ｊ
Ａ
指
導
員
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
初

め
て
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

最
初
は
葉
を
落
と
し
す
ぎ

た
り
、
出
荷
規
格
が
分
か
ら
ず
苦
労
し
た
。
今
年
は
台
風
や

季
節
風
も
強
く
、
児
童
も
生
産
者
の
苦
労
が
良
く
分
か
っ
た

と
思
う
。」
と
話
し
ま
し
た
。　

Ｊ
Ａ
管
内
は
、
日
本
一
の

オ
ク
ラ
産
地
で
３
月
か
ら
ト

ン
ネ
ル
型
、
４
月
か
ら
露
地

型
の
ほ
種
が
始
ま
り
、
10
月

ま
で
収
穫
を
行
う
長
期
取
り

オ
ク
ラ
栽
培
が
多
く
、
５
月

か
ら
始
ま
っ
た
収
穫
も
９
月

に
入
り
、
後
半
を
迎
え
て
い

ま
す
。
本
年
は
天
候
不
順
と

台
風
の
接
近
に
よ
る
強
風
な

ど
の
影
響
で
例
年
よ
り
10
ａ

当
り
２
〜
３
割
少
な
い
収
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県立山川高校で初のオクラ栽培

そらまめ植え付け始まる

オクラ栽培に取り組んだ山川高校の生徒

植え付け作業を行う上薗さん
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　女性大学「なごみ」
では８月22日、ＪＡ
山川総合支所でプリ
ザーブドフラワーを
手作りで制作しまし
た。

　頴娃地区女性部は８
月６日、Ａコープえい
店のＪＡ生活センター
でちゃぐりんフェスタ
を開催しました。
　南九州市立頴娃小学
校の児童 12 人が参加、
牛乳パックで風車の貯
金箱を作り、夏野菜カ
レーを調理しました。

　喜入地区女性部は８月18日、生見地区子供会９
名を対象にちゃぐりんフェスタを開催しました。
子供達はＪＡについて学習し、カレーや米粉ナン
を調理しました。

　頴娃地区女性部は８月17日、第27回えいのゴッ
ソイまつりでうどんとおにぎりを販売しました。

ＪＡ女性大学「なごみ」 プリザーブドフラワーを手作り

頴娃地区ちゃぐりんフェスタ

喜入地区ちゃぐりんフェスタ えいのゴッソイまつり

8/22

8/6

8/177/18
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　８月12日、食の安心・安全システム推進本部委員
会を開催しました。生産部会役員・県経済連・行
政・ＪＡ役職員など約30人が出席、2013年度の取り
組み状況を把握し、14年度は生産プロフィール日誌
の提出率100％に向けた取り組みや残留農薬自主検
査の実施、収穫10日前を知らせる10日旗（きくばり
旗）の普及などポジティブリスト制度への対応強化
を進めていく事を確認しました。
　また、７月24日に実施した記帳検査で、生産プロ
フィール日誌提出の確実な実践が課題であること、
猛暑の中での集荷・選別作業で作業者の健康管理面
の徹底がされていることなどを報告、茶部門では生
産プロフィール日誌の提出率は100％、園芸部門でも98.2％と年々向上しており、園芸・茶・畜産の全部門
で消費者とのコミュニケーションをはかりＰＲ活動を行っていくことを話し合いました。
　本部長の西村仁ＪＡ組合長は「食の安心・安全は大きな問題を引き起こす事にもなるので、しっかりと
取り組む。」と話しました。

　指宿市山川のＪＡいぶすき広域育苗セ
ンターで2014年産秋冬作セル苗の種ま
きがピークを迎えました。キャベツ類・
レタスを中心に生産者から注文を受けた
苗を生産していますが、ここ数年加工野
菜を中心に、契約栽培面積の拡大から苗
の注文数も増えています。本年は約４万
トレー（面積では約100ヘクタール）の
注文になる予定です。多い日には１日に
1000トレー程度種まきをしました。担当
者は「注文が多く、暑い中の作業は大変
だが、生産者の所得につながる大事な苗
作りなので、病害虫に気をつけながら期
待に添える苗になるよう管理を行いた
い。」と話しました。９月の苗生産をピークに、翌年の２月の春夏作のキャベツ苗まで生産される予定です。

ピークを迎えた秋冬作のセル苗種まき

食の安心・安全システム推進本部委員会
　８月12日、食の安心・安全システム推進本部委員

食の安心・安全システム推進本部委員会食の安心・安全システム推進本部委員会

広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク広域育苗センターセル苗種まきピーク

生産日誌100％提出に向けて話し合った本部委員会
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　管内の南九州市頴娃町で、にんじん栽培講習会を
７月中旬から８月上旬まで契約グループ・共選出荷
者ごとに開催しました。2014年度は、生産者110人
で栽培面積70ヘクタールを目標に作付けをスタート
します。種まきは、９月上旬から始まる予定で、有
村俊哉営農指導員は「生産者は、種まき後のかん水
作業に苦慮すると思うが、高温時の作業になるので、
体調に十分注意して作業を行って欲しい。」と話し
ました。

４回に分けて開催した栽培講習会

　ＪＡ青年部は８月21日、南九州市頴娃町の畑に
食と農の大切さをＰＲすることを目的にメッセー
ジを制作しました。部員・ＪＡ職員など10人が約
３時間かけて石灰で制作、日本の棚田百選にも選
ばれている同町佃（ツクダ）集落の棚田の一部を
使用しました。作業を終えた青年部顧問の田之脇
巧さんは「この看板を見てもらうことで、食と農
の大切さと次世代の農業を担う青年部の熱意を感
じて欲しいです。」と話しました。

棚田の一部を使用して制作したメッセージ

　８月15日、指宿市の農産加工組合でオクラの漬け
込み作業が行われました。農産加工組合員・市・ＪＡ
職員など約50人が参加、コンテナで運び込まれたオ
クラを丁寧に水洗いし、塩で漬け込みました。参加
したＪＡ職員は「夏の恒例作業になっている。多く
の人に日本一のオクラを味わって欲しい。」と話し
ました。

恒例となったオクラ漬け作業 　９月４日、ＪＡ指宿総合支所２階でくらしいき
いきセミナーを開催しました。一般からの応募
者・ＪＡ共済部職員など35人が参加、ＪＡ鹿児島
厚生連から講師を招き、介護現場の実情について
学びました。西迫忠憲ＪＡ信用担当常務は「介
護・認知症についてはとても身近な問題。参加者
には一つでも参考にして頂きたい。」と話しまし
た。ＪＡでは、管内の５会場で実施しました。

介護について学んだ参加者

頴娃地区にんじん栽培講習会 青年部員が棚田にメッセージ

指宿市名産「オクラ漬け」作業 介護について学ぶ
くらしいきいきセミナー
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　ＪＡは、７月31日から鹿児島市の喜入地区の温
州みかんの出荷に向けた品質調査を実施しました。
生産者の各ほ場、品種毎に糖度・クエン酸の値を
計測、担当営農指導員は「今年は開花が遅れたが、
着果は良好で、生育は平年通り。酸の抜けがよく、
上々の品質になっている。」と話しました。出荷
は９月中旬から10月上旬までを予定、生産者15人
で約20トンを計画しており、主に中国・関西方面
中心に販売します。

品質調査の様子

喜入地区温州みかん出荷

おたより募集

 
○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などを 
お寄せ下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所 
③氏名④年齢⑤意見・要望などを書いて 
上記の宛先まで送って下さい。 
 
※投稿に際して取得した個人情報については、 
本企画以外には使用いたしません。             

送り先 
 

 
 

 
 

 
 

郵便番号８９１－０５１６ 

©よい食P.

○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などをお寄せ
下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所③氏名④年
齢⑤意見・要望などを書いて上記の宛先まで送って
下さい。

※投稿に際して取得した個人情報については、
　本企画以外には使用いたしません。
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51,84

とき　９月19日（金）～20日（土）

台数に　！
限り有り
２日間限定！

場所　南薩農機事業総合センター

（管理機）

（刈払機）

農作業を
大幅に軽減します！

（午前9時～午後５時） （午前9時～午後4時）（午前9時～午後５時） （午前9時～午後4時）
とき　９月19日（金）～20日日（土）（土）



（
平
成
26
年
7
月
１
日
〜

平
成
26
年
7
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】　

上
之
薗
　
幸
　
雄
　
（
88
）

瀬
　
川
　
眞
　
弓
　
（
66
）

【
指
宿
】　

坂
　
元
　
イ
　
ク
　
（
95
）

吉
　
永
　
隆
　
己
　
（
96
）

當
時
久
保
　
　
清
　
（
87
）

大
久
保
　
ケ
イ
子
　
（
71
）

倉
　
本
　
奈
々
美
　
（
68
）

松
　
山
　
　
　
繁
　
（
80
）

吉
海
江
　
正
　
治
　
（
95
）

【
山
川
】　

田
　
中
　
嘉
　
明
　
（
73
）

佐
々
木
　
　
　
昇
　
（
74
）

濵
　
﨑
　
秋
　
一
　
（
88
）

濵
　
田
　
サ
ワ
子
　
（
88
）

山
　
下
　
啓
　
雄
　
（
81
）

福
ヶ
迫
　
ツ
ヤ
子
　
（
75
）

堀
　
内
　
健
　
一
　
（
63
）

【
開
聞
】　

松
　
元
　
文
　
江
　
（
91
）

濵
　
上
　
初
　
雄
　
（
89
）

新
　
吉
　
富
　
治
　
（
75
）

佛
　
願
　
芳
　
子
　
（
74
）

田
　
中
　
ト
　
シ
　
（
99
）

上
　
野
　
ア
キ
エ
　
（
83
）

【
頴
娃
】　

柴
　
　
　
ヒ
　
ナ
　
（
87
）

飯
　
山
　
義
　
之
　
（
92
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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平
成
26
年
８
月
12
日
、
第
８
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り

協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
遊
休
資
産
に
係
る
減
損
損
失
処
理
の
一
部
追
加
に
つ
い
て

○
指
宿
・
山
川
・
開
聞
地
域
審
議
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○
保
証
人
徴
求
基
準
の
追
加
文
言
に
つ
い
て

○
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
取
得
（
え
い
総
合
支
所
空
調
設
備
更
新
）
の
修
正
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
８
月
30
日
、
第
９
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り

協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
遊
休
資
産
（
旧
福
元
支
所
）
売
却
に
伴
う
広
告
（
案
）
に
つ
い
て

○
開
聞
購
買
店
舗
の
天
井
補
修
工
事
に
つ
い
て

○
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
平
成
26
年
７
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
上
半
期
現
金･

現
物
棚
卸
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
上
半
期
書
類
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
（
９
月
分
）
に
つ
い
て

・
反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
く
ら
し
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
農
業
機
械
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

ア
メ
リ
カ
の
原
爆
投
下
に
「
な
ぜ
ど
う
し
て
」

と
孫
の
問
い
く
る
八
月
六
日

 

上
西
園　

ふ
じ
え

二　

雑
草
の
上
を
飛
び
交
う
あ
き
あ
か
ね
翅
の
き
ら

め
き
追
う
児
も
き
ら
め
く 

片
野
田　

健
一

三　

連
日
の
暑
さ
う
だ
る
ひ
と
と
き
を
夕
べ
に
憩
う

月
の
さ
や
け
さ 

吉
元　

美
知
子

四　

そ
ら
豆
の
畝
立
て
終
え
し
炎
天
下
子
は
眞
黒
な

顔
に
ほ
こ
ろ
ぶ 

川
畑　

信
子

五　

真
夏
日
の
錦
江
湾
を
疾
走
の
ヨ
ッ
ト
五
艇
の
白

帆
ふ
く
ら
む 

辰
野　

千
鶴
子

六　

戦
争
は
「
絶
対
悪
」
と
宣
言
す
雨
降
り
し
き
る

な
か
広
島
市
長 

外
薗　

隆

七　

台
風
に
振
り
回
さ
れ
て
空
に
虹
倒
さ
れ
し
鉢

三
千
を
起
こ
す 

柚
木
崎　

イ
ツ
子

八　

台
風
に
落
ち
た
る
柿
を
ひ
ろ
う
手
に
色
づ
き
そ

め
し
渋
皮
匂
う 

片
野
田　

道
子

九　

夕
蝉
の
嵐
や
ま
ざ
り
わ
が
耳
に
晩
夏
さ
び
し
く

悲
愴
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー 

吉
永　

多
美
子

　
四
月
歌
会
詠
草

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
八
日
（
木
）
丹
波
校
区
公
民
館

表紙の写真

　ＪＡでは毎年、各地区で子供達を対象にした
「ちゃぐりんフェスタ」を開催しています。頴
娃地区でも８月６日に開催し、子供達は大人と
一緒に楽しい一日を過ごしました。

編
集
後
記

朝
や
夕
方
は
だ
ん
だ

ん
と
涼
し
く
な
り
、
秋

の
気
配
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
は
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
す
ぎ
た
の
で
、

秋
は
ス
ポ
ー
ツ
や
読

書
を
し
て
、
頭
と
体
を

鍛
え
た
い

と
思
い
ま

す
。



 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


